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Review:

今回の田中未来さんの講演は, 量子収率分布の推定を制約つきの凸二次計画問題に当てはめて解

析し, 元の分布と照らし合わせてどのくらい一致するか検証する一連の流れを紹介するものだった.

モデルを作り, 如何にして元の分布に近づけるか試行錯誤する過程を見ることで, 様々なアイデアを

見ることができた.

印象に残った点は主に二つある. 一つ目は, 凸二次計画問題を数式だけでなく実際にどのように推

移していくのかを図で示すことで数式が何を意味しているのか理解しやすくしてくれたことである.

二つ目は, 発生する確率の低いものが起こってしまった場合, 元の分布を推定するときにずれてしま

いがちだが, 関数の滑らかさを求めることでずれを解決していたことである. 関数の滑らかさを条件

として入れるかどうかで分布が大きく異なっていたので驚いた.

気になったのは, 人工データを使って検証したときにガウス分布ではずれが少なく, ベータ分布で

はガウス分布のときより少しだけずれが大きいことに関して説明が不足していたことである. 精度

を上げれば元のベータ分布にさらに近づけることが可能なのか, それとも限界があるのか等, 凸二次

計画問題に当てはめたときのメリットやデメリットと合わせて説明してもらえればさらに理解でき

たと思う.

最後に, 私が今勉強している通信の分野では最適化問題は聞いたことがないのであまり関わりの

ないものかと思っていたのだが, 調べてみると通信ネットワークの最適化問題というのがあるらし

く, 今までの視野の狭さを改めるとともに最適化問題が身近に感じるようになった. 電気は様々な分

野と関わることが多いので, これからは電気の分野だけでなく他の分野の勉強もしていき, 視野を広

めたいと思った.
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